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福岡市ICT活⽤プラットフォームの取組みについて

箱崎のまちづくりの紹介
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■九州⼤学統合移転事業

箱崎地区

六本松地区

伊都キャンパス

事業の仕組み

・箱崎、六本松および
原町地区の売却費

・伊都キャンパス整備費

福岡市 箱崎のまちづくりの紹介①
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○機能を充実・転換する地区（九州⼤学箱崎キャンパス）
市街地内の貴重な⼤規模活⽤可能地として、⼤学の移転進捗を踏まえ、
新たな都市機能の導⼊などを検討する地区

九州⼤学
箱崎キャンパス

福岡市 箱崎のまちづくりの紹介②

■第９次福岡市基本計画
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50ha

■箱崎の位置・⾯積
福岡市 箱崎のまちづくりの紹介③
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【箱崎のまちづくり検討区域】 【天神地区，博多駅周辺地区（福岡市）との⽐較】

地図データ ©google、ZENRIN 

博多駅天神

福岡市 箱崎のまちづくりの紹介④

■⾯積の⽐較（１）
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【東京駅周辺地区（東京都）との⽐較】 【⼤阪駅周辺地区（⼤阪市）との⽐較】

地図データ ©google、ZENRIN 

東京駅

有楽町駅

⼤阪駅

神⽥駅

丸の内ビル・

丸の内MY PLAZA・

丸の内オアゾ・

皇居

丸の内

阪急梅⽥駅

東京国際フォーラム・

グランフロント⼤阪・

福岡市 箱崎のまちづくりの紹介④

■⾯積の⽐較（２）
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【跡地利⽤計画［H27.3策定］】
（九州⼤学・福岡市）

■⼟地利⽤の⽅針

【跡地利⽤将来ビジョン［H25.2策定］】
（検討委員会が九州⼤学総⻑・福岡市⻑へ提⾔）

■まちづくりの⽅針

福岡市 箱崎のまちづくりの紹介⑤
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《凡例》

小学校通学区域

中学校通学区域
地下鉄（地上部）

地下鉄（地下部）

成長･活力･交流ゾーン

教育･研究ゾーン

安全･安心･健やかゾーン

近代建築物活用ゾーン

１）⽬的
・⾝近な公園不⾜の解消
・⾙塚駅の駅前広場の整備，にぎわい・交流
機能導⼊とあわせた⾙塚公園の再整備により，
地域住⺠の利便性向上を図る。

２）配置の考え⽅
・⾝近な公園が不⾜する南エリアに新規整備
・現⾙塚公園付近に⼀部を再整備

公園

１）⽬的
・校区の端に⽴地し，通学路の危険箇所や，
河川に接する不安などの課題解消に向け，
跡地のまちづくりにあわせて，跡地へ移転。

２）配置の考え⽅
・周辺からアクセスが容易
・避難所として機能し，周辺の避難所と
バランスがよい配置

中学校

福岡市 箱崎のまちづくりの紹介⑥

■公共施設配置計画（公園・中学校）
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箱崎キャンパス

九州大学の寮など

箱崎中学校

貝塚公園

都市基盤の整備範囲（案） 北エリア（約20ha）

『福岡市』による『⼟地区画整理事業』

○⾙塚駅周辺を含む脆弱な都市基盤の解消および総合的な交通結節

機能の強化（駅前広場整備，東⻄⽅向の連絡性向上など）

○⾙塚公園や箱崎中学校などの公共施設の再配置と移転跡地の活⽤

○市有地や公共施設が多い中での市の主体的な関与

南エリア（約30ha）

『ＵＲ都市機構』による『開発⾏為』

『福岡市』は，『ＵＲ都市機構』による
都市計画道路等の『直接施⾏制度』を活⽤

○直接施⾏制度の活⽤により，市の財政負担の軽減と平準化が可能

○九州⼤学は，早期の資⾦確保と適切な⼟地処分のため，迅速な
都市基盤整備と⼟地の共有化が可能な共同事業者として，UR
都市機構を選定
※都市基盤整備を行う事業者は，九州大学の共同事業者

（公募主体）となるため，土地利用事業には参画できない

■都市基盤の整備⼿法・主体等
福岡市 箱崎のまちづくりの紹介⑦
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福岡市 箱崎のまちづくりの紹介⑧

■⼟地処分スケジュールの⾒通し
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福岡市ICT活⽤プラットフォームの取組みについて

箱崎で検討しているマネジメント
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福岡市 箱崎で検討しているマネジメント①

■ICTを活⽤したプラットフォームの位置づけ

ICTを活⽤した
プラットフォーム ICTを活⽤したプラットフォーム
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H31

H28

H27

H25



まちづくり

マネジメント

（エリアマネジメント）

２つのマネジメントが⽋かせない

ICTを活⽤した

プラットフォームの

マネジメント

福岡市 箱崎で検討しているマネジメント②
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⼟地所有者等と
まちづくり組織の関係

まちづくり組織と⾃治
協議会等との連携しや
すい仕組み

デザインマネジメントへ
居住住⺠が参加しやすい
仕組み

住⺠がまちづくり組織
に参加しやすい仕組み

【今後の検討項⽬】

■まちづくりマネジメントのイメージ
福岡市 箱崎で検討しているマネジメント③
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福岡市ICT活⽤プラットフォームの取組みについて

箱崎で検討している
「ICTを活⽤したプラットフォーム」
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福岡市 箱崎で検討している「ICTを活⽤したプラットフォーム」①

■ICTやIoTを活⽤したマネジメント

モビリティ

エネルギー

歴史・⽂化

セキュリティ

研究開発

• 様々なスマートのコーディネート
• ICTやIoTを活⽤したマネジメント
（先進性，成長性，可変性に対応した母体）

イノベーション・プラットフォーム
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イノベーション・プラットフォーム

■ICTを活⽤したプラットフォームのイメージ
福岡市 箱崎で検討している「ICTを活⽤したプラットフォーム」②
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年度 ～H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

主
な
⼿
続
き

公
募･

引
渡
し

時
期
︵
想
定
︶

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

都市計画決定

直接施行同意，債務負担行為の議決

【都市計画道路】

公募 引渡
設計など

整
備
手
法
・
主
体
の
決
定

公
共
施
設
配
置
計
画
の
決
定

公募 引渡
設計など

※幹線道路の整備状況など
に応じ引き渡し

まちづくりガイドライン策定

環境アセスの手続き

都市計画（用途地域，土地区画整理事業など）の変更

統合移転
事業の完了 ［南エリア］

［北エリア］

基
本
協
定
締
結

(

市･

九
大･

Ｕ
Ｒ)

【土地区画整理事業】

■ICTを活⽤したプラットフォームのスケジュール

ＰＦ導入を前提に
土地利用事業者の
公募内容の検討
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福岡市 箱崎で検討している「ICTを活⽤したプラットフォーム」③



福岡市ICT活⽤プラットフォームの取組みについて

九州⼤学伊都キャンパスの事例
（⾃動運転バス）
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●スマートモビリティ推進コンソーシアムを９⽉に設⽴

●年内に実証実験を開始

福岡市 九州⼤学伊都キャンパスの事例（⾃動運転バス）①
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スマートモビリティ推進
コンソーシアム

2018年度下期の九州⼤学伊都キャンパス内
⾃動運転バスのサービスインを⽬指すための実証実験

特区ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
の推進

実証場所

⾃動運転バス
ｻｰﾋﾞｽﾉｳﾊｳ

ネットワーク
⼈⼯知能

< ⽬標 >

福岡市 九州⼤学伊都キャンパスの事例（⾃動運転バス）②
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本コンソーシアムの特徴

公道での⾃動運転につながる
九⼤伊都キャンパスの環境

特徴①特徴①

特徴②特徴②

特徴③特徴③

ネットワーク&⼈⼯知能の活⽤による
交通サービスとしての
“もっと安⼼” “もっと便利”

「レベル3.5」という、
早期導⼊と社会的意義を合わせた新概念

福岡市 九州⼤学伊都キャンパスの事例（⾃動運転バス）③
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